
『
万
葉
集
』
巻
十
三
の
異
伝
注
記

垣

見

修

司

は

じ

め

に

『
万
葉
集
』
巻
十
三
に
載
せ
ら
れ
る
長
歌
は
六
十
六
首
を
数
え
、
こ
れ
は
二
十
巻
の
う
ち
で
最
も
多
い
。
ま
た
巻
十
三
は
、「
右
の
何

首
」
と
い
う
左
注
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
長
歌
反
歌
の
別
な
く
全
て
の
歌
が
「
右
の
何
首
」
の
左
注
の
及
ぶ
範
囲
に
属
す
る
。
長
歌
一
首
の
み

の
場
合
も
「
右
の
一
首
」
と
し
て
括
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
「
右
の

何
首
」
で
括
ら
れ
る
ま
と
ま
り
を
歌
群
と
し
て
認
め
た
場
合
、
巻
十
三
は
五
十
四
の
歌
群
か
ら
な
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
十

四
歌
群
は
必
ず
長
歌
を
そ
の
冒
頭
に
有
し
、
短
歌
な
ど
長
歌
以
外
の
歌
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
は
無
い
。「
右
の
一
首
」
と
し

て
載
せ
ら
れ
る
も
の
も
全
て
長
歌
一
首
の
掲
出
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
巻
十
三
は
ま
ず
は
長
歌
を
撰
集
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に

編
ま
れ
た
と
見
て
良
い
。

そ
し
て
長
歌
一
首
が
単
独
で
掲
出
さ
れ
る
一
方
で
、
反
歌
を
あ
わ
せ
る
歌
群
や
、
複
数
の
長
歌
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
扱
う
歌
群
を
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
十
三
は
長
歌
と
反
歌
と
に
よ
る
構
成
の
多
様
さ
を
体
現
し
て
い
る
と
も
言
え
、
歌
群
に
よ
っ
て
は
そ
れ
故
に
あ
る

種
の
難
解
さ
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
巻
十
三
を
古
撰
と
す
る
説
と
、
万
葉
後
期
の
成
立
と
す
る
説
と
の
相
違
は
そ
の
よ
う
な
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多
様
さ
を
一
因
と
し
て
も
い
た
⑴
。

と
は
い
え
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
万
葉
後
期
を
想
定
す
る
説
が
既
に
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
比
較
的
新
し
い
歌
と
古
態
を
有
す
る
歌

の
い
ず
れ
も
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
か
所
収
の
歌
は
多
く
、
そ
れ
を
年
代
的
に
、
あ
る
い
は

表
現
史
的
に
ど
の
よ
う
に
定
位
す
る
か
が
容
易
で
な
く
、
巻
十
三
全
体
と
し
て
の
見
通
し
も
明
確
に
し
が
た
い
の
が
現
状
で
あ
る
⑵
。

本
論
は
こ
の
巻
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
異
伝
注
記
を
対
象
に
考
察
を
加
え
る
。
具
体
的
に
は
五
十
四
の
歌

群
に
、「
た
だ
し
、
或
る
ひ
と
云
は
く
、【
但
、
或
云
】⑶
」「
た
だ
し
、
或
書
に
は
、【
但
、
或
書
】」
の
よ
う
に
異
伝
注
記
が
施
さ
れ
る
歌

群
と
、「
或
本
の
歌
に
曰
く
」「
或
本
の
反
歌
に
曰
く
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
異
伝
歌
を
併
記
す
る
歌
群
と
を
対
象
と
す
る
。
そ
し
て

異
伝
注
記
が
あ
く
ま
で
も
歌
に
対
す
る
精
確
な
読
み
に
も
と
づ
き
、
内
容
に
即
し
た
形
で
施
さ
れ
て
い
る
様
を
確
認
し
た
い
。

一
、
異
伝
注
記
の
種
類

巻
十
三
は
「
雑
歌
」「
相
聞
」「
問
答
」「
譬
喩
歌
」「
挽
歌
」
の
部
立
を
持
ち
、
先
述
し
た
よ
う
に
す
べ
て
の
歌
が
「
右
の
何
首
」
と
い

う
形
式
の
左
注
に
よ
っ
て
括
ら
れ
て
い
る
。「
右
の
何
首
」
の
形
式
の
左
注
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
ま
と
ま
り
を
一
つ
の
歌
群
と
し
て
巻

十
三
は
計
五
十
四
の
歌
群
か
ら
な
る
と
言
え
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
う
ち
で
異
伝
注
記
を
施
す
か
異
伝
歌
を
併
記
す
る
歌
群
は
十
九
に

の
ぼ
り
⑷
、
部
立
毎
の
歌
群
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。（【

】
内
が
異
伝
歌
を
併
記
す
る
か
異
伝
注
記
を
有
す
る
歌
群
数
）

雑
歌

十
五
【
四
】

相
聞

二
十
五
【
九
】

問
答

四
【
二
】
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譬
喩
歌

一
【
〇
】

挽
歌

九
【
四
】

本
論
で
扱
う
の
は
主
に
【

】
内
の
十
九
歌
群
で
、
対
象
と
す
る
歌
群
の
歌
番
号
を
次
に
掲
げ
る
⑸
。
本
文
は
必
要
に
応
じ
て
載
せ
る
。

①

三
二
二
七
・
三
二
二
八
・
三
二
二
九
（
ハ
）

②

三
二
三
〇
・
三
二
三
一
（
ロ
）

③

三
二
三
六
・
三
二
三
七
・
三
二
三
八
（
イ
）

④

三
二
四
〇
・
三
二
四
一
（
ニ
）

⑤

三
二
五
〇
・
三
二
五
一
・
三
二
五
二
・
三
二
五
三
・
三
二
五
四
（
イ
）

⑥

三
二
五
五
・
三
二
五
六
・
三
二
五
七
（
ハ
）

⑦

三
二
六
〇
・
三
二
六
一
・
三
二
六
二
（
イ
、
ホ
）

⑧

三
二
六
三
・
三
二
六
四
・
三
二
六
五
（
イ
、
ニ
）

⑨

三
二
八
〇
・
三
二
八
一
・
三
二
八
二
・
三
二
八
三
（
イ
）

⑩

三
二
八
四
・
三
二
八
五
・
三
二
八
六
・
三
二
八
七
・
三
二
八
八
（
イ
、
ホ
）

⑪

三
二
九
一
・
三
二
九
二
（
ロ
）

⑫

三
二
九
九
（
ロ
）

⑬

三
三
〇
三
・
三
三
〇
四
（
ロ
）

⑭

三
三
〇
五
・
三
三
〇
六
・
三
三
〇
七
・
三
三
〇
八
・
三
三
〇
九
（
イ
）

⑮

三
三
一
四
・
三
三
一
五
・
三
三
一
六
・
三
三
一
七
（
イ
）
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⑯

三
三
二
四
・
三
三
二
五
（
ロ
）

⑰

三
三
三
五
・
三
三
三
六
・
三
三
三
七
・
三
三
三
八

三
三
三
九
・
三
三
四
〇
・
三
三
四
一
・
三
三
四
二
・
三
三
四
三
（
イ
）

⑱

三
三
四
四
・
三
三
四
五
（
ニ
、
ホ
）

⑲

三
三
四
六
・
三
三
四
七
（
ロ
）

以
上
が
、
長
反
歌
と
「
反
歌
」
の
見
出
し
、「
右
の
何
首
」
の
記
載
以
外
の
情
報
を
有
す
る
歌
群
の
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
群
に
見

ら
れ
る
異
伝
注
記
の
類
は
、
次
の
五
種
（
イ
〜
ホ
）
に
分
類
で
き
る
⑹
。

イ

異
伝
歌
掲
出
注
記

ロ

歌
詞
異
伝
注
記

ハ

歌
群
注
記

ニ

作
歌
事
情
注
記

ホ

本
文
批
評
注
記

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
本
文
の
歌
に
対
す
る
一
首
乃
至
複
数
の
歌
を
完
全
な
形
で
掲
出
す
る
異
伝
歌
の
注
記
（
イ

異
伝
歌
掲
出
注

記
）
で
「
或
本
の
歌
に
曰
く
」（
③
⑨
⑩
）、「
或
本
（
書
）
の
反
歌
に
曰
く
」（
⑦
⑧
）
と
し
て
歌
を
一
首
そ
の
ま
ま
に
掲
出
す
る
も
の
で

あ
る
。「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
の
歌
に
曰
く
」
と
し
て
異
伝
歌
を
掲
出
す
る
⑤
や
、「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
集
の
歌
」
を
有
す
る
⑭
等

も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
次
に
多
い
の
は
、
歌
詞
の
異
伝
に
関
す
る
注
記
（
ロ

歌
詞
異
伝
注
記
）
で
あ
る
。
例
え
ば
②
は
「
た
だ
し
、
或

本
の
歌
に
曰
く
、「
旧
き
都
の

離
宮
所
」
と
い
ふ
。」
の
注
記
が
あ
り
、
三
二
三
一
歌
の
第
四
句
と
第
五
句
と
に
異
伝
の
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
詞
異
伝
注
記
は
、
そ
れ
が
歌
本
文
内
に
存
在
す
る
も
の
と
、
歌
が
掲
げ
ら
れ
た
後
に
、
左
注
と
し
て
記
さ
れ
る
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も
の
と
が
あ
り
、
前
者
を
本
伝
内
注
記
、
後
者
を
本
伝
外
注
記
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
歌
群
の
構
成
に
つ
い
て
の
注

記
（
ハ

歌
群
注
記
）
は
、
①
の
場
合
、「
た
だ
し
、
或
書
に
は
、
こ
の
短
歌
一
首
こ
れ
を
載
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。」
と
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
巻
十
三
に
載
せ
ら
れ
る
も
の
と
「
或
書
」
と
さ
れ
る
異
本
に
載
せ
ら
れ
る
も
の
と
の
間
で
、
歌
群
の
構
成
が
異
な
る
こ
と
を
言

う
も
の
を
指
す
。
⑥
の
注
記
も
、
歌
群
注
記
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
の
「
た
だ
し
、
こ
の
短
歌
は
、
或
書
に
云
は
く
、
穂
積
朝
臣
老
の
佐
渡
に
配
さ
れ
し
時
に
作
る
歌
と
い
ふ
。」
と
、
⑱
の
「
た
だ
し
、

或
る
ひ
と
云
は
く
、
こ
の
短
歌
は
防
人
が
妻
の
作
る
所
な
り
、
と
い
ふ
。」
と
は
い
ず
れ
も
異
伝
に
お
い
て
作
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
記
す
。
④
は
「
佐
渡
に
配
さ
れ
し
時
に
作
る
」
と
も
あ
る
の
で
、
作
者
注
記
と
す
る
よ
り
広
く
捉
え
て
、
作
歌
事
情
を
示
す

（
ニ

作
歌
事
情
注
記
）
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
最
後
に
注
記
者
に
よ
っ
て
本
文
批
判
や
批
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
注

記
（
ホ

本
文
批
評
注
記
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑦
に
は
「
今
案
ふ
る
に
、
こ
の
反
歌
は
「
君
に
逢
は
ず
」
と
謂
へ
れ
ば
理
に
合
は
ず
、

「
妹
に
逢
は
ず
」
と
言
ふ
べ
し
。」
と
あ
り
、
三
二
六
一
反
歌
の
第
四
句
「
君
に
逢
は
ず
て
」
が
長
歌
の
「
我
妹
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く

は
」
と
立
場
を
異
に
す
る
た
め
、
歌
詞
を
変
更
す
る
べ
き
だ
と
す
る
。
⑩
に
「
今
案
ふ
る
に
、「
妹
に
よ
り
て
は
」
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。

ま
さ
に
「
君
に
よ
り
」
と
謂
ふ
べ
し
。
な
に
そ
と
な
ら
ば
、
す
な
は
ち
反
歌
に
「
君
が
ま
に
ま
に
」
と
云
へ
れ
ば
な
り
。」、
⑱
に
「
し
か

ら
ば
す
な
は
ち
、
長
歌
も
ま
た
こ
れ
と
同
作
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。」
と
あ
っ
て
、
反
歌
に
つ
い
て
の
別
の
伝
え
を
本
伝
の
歌
に
ま
で

及
ぼ
そ
う
と
す
る
注
記
者
の
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
注
記
が
、
単
に
異
同
を
記
す
の
み
で
あ
る
こ
と

に
比
べ
て
、
本
文
に
対
し
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

巻
十
三
の
異
伝
関
係
注
記
を
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
と
、
⑦
⑧
⑩
⑱
の
歌
群
に
お
い
て
は
、
性
格
の
異
な
る
注
記
が
併
存

す
る
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
む
し
ろ
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
次
に
示
す
注
記
の
書
式
に
関
わ
っ
て
の
問
題
で
あ

る
。
以
上
の
分
類
は
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
い
え
る
。
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二
、
歌
群
内
注
記
と
歌
群
外
注
記

さ
て
、
注
記
の
書
式
と
は
つ
ま
り
注
記
の
記
し
方
で
あ
る
が
、
巻
十
三
に
見
ら
れ
る
注
記
に
つ
い
て
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
内
容
か
ら

の
分
類
と
と
も
に
、
形
態
的
側
面
か
ら
も
幾
つ
か
の
様
相
を
呈
す
る
。
全
て
の
歌
群
が
「
右
の
何
首
」
に
よ
っ
て
括
ら
れ
る
巻
十
三
の
注

記
は
、
書
式
に
よ
っ
て
二
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
四
例
は
、
い
ず
れ
も
【
右
何
首

但
・
・
・
也
】
の
書
式
を
有
す
る
。

①

右
の
三
首
、
た
だ
し
【
但
】、
或
書
に
は
、
こ
の
短
歌
一
首
こ
れ
を
載
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
【
也
】。

②

右
の
二
首
、
た
だ
し
【
但
】、
或
本
の
歌
に
曰
く
、「
旧
き
都
の

離
宮
所
」
と
い
ふ
【
也
】。

④

右
の
二
首
、
た
だ
し
【
但
】、
こ
の
短
歌
は
、
或
書
に
云
は
く
、
穂
積
朝
臣
老
の
佐
渡
に
配
さ
れ
し
時
に
作
る
歌
と
い
ふ

【
也
】。

⑱

右
の
二
首
、
た
だ
し
【
但
】、
或
る
ひ
と
云
は
く
、
こ
の
短
歌
は
防
人
が
妻
の
作
る
所
な
り
、
と
い
ふ
【
也
】。
し
か
ら
ば
す
な

は
ち
、
長
歌
も
ま
た
こ
れ
と
同
作
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。

注
記
が
「
右
の
何
首
」
に
後
続
す
る
形
で
あ
り
、
そ
の
他
の
注
記
が
す
べ
て
「
右
の
何
首
」
以
前
に
記
さ
れ
る
の
と
は
好
対
照
を
な
す
。

「
歌
群
内
注
記
」
と
「
歌
群
外
注
記
」
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑱
の
み
は
続
く
「
し
か
ら
ば
す
な
は
ち
」
以
下
の
一
文
を
持
つ
も

の
の
、「
右
の
何
首
」
の
後
に
注
記
す
る
点
は
①
②
④
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
巻
十
三
に
お
い
て
「
右
の
何
首
」
の
後
に
記
さ
れ
る

歌
群
外
注
記
の
四
例
が
す
べ
て
【
但
】
よ
り
は
じ
ま
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
巻
十
三
の
歌
群
内
注
記
で
【
但
】
か
ら
は
じ
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ま
る
も
の
は
な
く
、
唯
一
⑥
の
三
二
五
七
歌
の
注
記
に
、

或
本
に
は
、
こ
の
歌
一
首
を
以
て
、「
紀
伊
の
国
の

浜
に
寄
る
と
い
ふ

鮑
玉

拾
ひ
に
と
言
ひ
て

行
き
し
君

い
つ
来
ま
さ

む
」
の
歌
の
反
歌
と
為
す
。
具
ら
か
に
は
下
に
見
ゆ
。
た
だ
し
【
但
】、
古
本
に
よ
り
て
ま
た
重
ね
て
こ
こ
に
載
せ
た
り
。

の
よ
う
に
文
中
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。「
歌
群
外
注
記
」
に
つ
い
て
は
【
但
】
の
字
を
も
っ
て
注
記
を
は
じ
め
る
こ
と
に
統
一
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
十
三
の
歌
群
が
す
べ
て
「
右
の
何
首
」
の
左
注
に
よ
っ
て
括
ら
れ
る
、
他
巻
に
例
を
見
な
い
統
一
を
持

つ
こ
と
と
相
俟
っ
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
既
に
坂
入
往
男
氏
は
「
此
巻
に
二
様
の
左
註
筆
録
の
あ
る
こ
と
が

分
明
と
な
り
異
っ
た
二
人
に
よ
っ
て
左
註
が
記
さ
れ
た
と
い
う
推
定
が
出
来
よ
う
。」
と
述
べ
、「
歌
群
外
注
記
」
を
Ａ
、「
歌
群
内
注
記
」

を
Ｂ
と
し
て
、
三
二
四
一
歌
の
左
注
が
養
老
六
年
の
史
実
を
引
く
こ
と
か
ら
Ａ
の
左
注
を
新
し
い
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
巻
十
三
の

編
纂
に
つ
い
て
、

①

古
本
（
巻
十
三
の
原
本
）
が
あ
っ
た
。

類
歌
、
左
註
の
附
記
を
除
く
、
部
立
歌
の
排
列
等
お
お
よ
そ
の
編
纂
は
成
さ
れ
た
。

②

第
一
の
編
纂
の
補
訂
が
行
わ
れ
た
。

私
（
坂
入
氏：

引
用
者
注
、
以
下
同
）
の
言
う
Ｂ
の
左
註
筆
録
時

③

第
二
の
編
纂
の
補
訂
が
行
わ
れ
た
。

私
の
言
う
Ａ
の
左
註
筆
録
時
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と
す
る
結
論
を
導
き
出
す
⑺
。
「
右
の
何
首
」
は
全
歌
群
に
存
在
し
、
異
伝
を
も
つ
歌
群
に
お
い
て
は
異
伝
を
も
含
め
た
歌
数
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
異
伝
と
の
校
合
が
行
わ
れ
、
異
伝
歌
が
掲
出
さ
れ
た
上
で
、
最
終
的
に
「
右
の
何
首
」
の
注
記
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
物
語
る
。
歌
群
外
注
記
は
「
右
の
何
首
」
に
続
い
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
「
但
」
の
字
を
も
っ
て
注
記
を
は
じ
め
る
方
針
を
持

つ
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ま
ず
歌
群
内
注
記
と
し
て
一
通
り
の
校
合
作
業
が
行
わ
れ
、「
右
の
何
首
」
の
注
記
が
整
え
ら
れ
た
末
に
、
さ
ら

に
歌
群
外
注
記
が
書
き
加
え
ら
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
歌
群
外
注
記
が
四
例
と
少
な
い
こ
と
も
「
第
二
の
編
纂
の
補
訂
」
と
考
え
れ
ば

理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
、
先
の
分
類
に
照
ら
し
て
み
て
も
歌
群
外
注
記
は
①
ハ
、
②
ロ
、
④
ニ
、
⑱
ニ
・
ホ
と
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
も

ち
、
歌
群
内
注
記
と
く
ら
べ
て
も
際
立
っ
た
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

ロ
の
「
歌
詞
異
伝
注
記
」
と
し
て
掲
げ
た
も
の
が
「
本
伝
内
注
記
」
と
「
本
伝
外
注
記
」
と
に
二
分
で
き
る
こ
と
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
本
伝
内
注
記
は
⑪
⑬
⑯
の
三
歌
群
に
あ
る
。

⑪

大
君
の

任
け
の
ま
に
ま
に
〈
或
本
に
云
ふ
、「
大
君
の

命
恐
み
」〉

鄙
離
る

国
治
め
に
と
〈
或
本
に
云
ふ
、「
天
離
る

鄙
治
め
に
と
」〉

言
は
む
す
べ

せ
む
す
べ
知
ら
ず
〈
或
書
に
「
あ
し
ひ
き
の

山
の
木
末
に
」
の
句
あ
り
〉

延
ふ
つ
た
の

行
き
の
〈
或
本
に
は
「
行
き
の
」
の
句
な
し
〉

⑬

神
奈
備
の

こ
の
山
辺
か
ら
〈
或
本
に
云
ふ
、「
そ
の
山
辺
」〉

⑯

う
ち
ひ
さ
す

宮
の
舎
人
も
〈
一
に
云
ふ
、「
は
」〉

こ
の
う
ち
⑪
は
〈
或
本
に
云
ふ
、
・
・
・
〉【
或
本
云
・
・
・
】、〈
或
書
に
「
・
・
・
」
の
句
あ
り
〉【
或
書
有
二

・
・
・
句
一

也
】、〈
或
本
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に
は
「
・
・
・
」
の
句
な
し
〉【
或
本
無
二

・
・
・
句
一

也
】
の
三
種
の
書
式
を
有
す
る
。
異
伝
の
歌
詞
が
本
伝
の
歌
詞
と
入
れ
替
わ
る
場

合
は
【
或
本
云
・
・
・
】
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
本
伝
に
相
当
す
る
歌
詞
が
な
く
異
伝
に
の
み
存
在
す
る
場
合
は
「
或
書
有
二

・
・
・
句
一

也
」
と
し
、
逆
に
本
伝
に
あ
る
が
異
伝
に
相
当
す
る
歌
詞
が
な
い
場
合
、「
或
本
無
二

・
・
・
句
一

也
」
と
記
す
。
内
容
に
応
じ
て
書
式
を

変
更
し
て
い
る
そ
の
態
度
は
臨
機
応
変
で
は
あ
っ
て
も
、
矛
盾
を
孕
む
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
⑯
「
宮
の
舎
人
も
〈
一
に
云
ふ
、

【
一
云
】「
は
」〉」
は
、
⑱
「
或
る
ひ
と
云
は
く
、【
或
云
】」
と
と
も
に
、「
或
本
」
と
は
別
の
異
伝
形
態
を
示
唆
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
本
伝
外
注
記
に
は

②

右
の
二
首
、
た
だ
し
、
或
本
の
歌
に
曰
く
、「
旧
き
都
の

離
宮
所
」
と
い
ふ
。

⑫

或
本
の
歌
の
頭
句
に
云
は
く
、「
こ
も
り
く
の

泊
瀬
の
川
の

を
ち
方
に

妹
ら
は
立
た
し

こ
の
方
に

我
は
立
ち
て
」

と
い
ふ
。

⑲

或
本
の
歌
に
曰
く
、「
旅
の
日
に
し
て
」

が
あ
る
。
一
首
の
歌
を
一
旦
掲
出
し
た
後
に
「
或
本
」
に
お
い
て
異
な
る
部
分
の
み
を
記
す
形
式
で
あ
る
。
こ
の
違
い
も
矛
盾
を
示
す
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
本
伝
内
注
記
が
存
在
す
る
の
は
校
合
箇
所
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
⑪
⑬
⑯
は
す
べ
て
長
歌
の
歌
詞
に
対
す
る
注
記
で
あ
り
、
句
数
が
多
い
長
歌
に
と
っ
て
本
伝
外
注
記
は
本
伝
の
対
象
と
な
る
部
分
が

わ
か
り
に
く
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
れ
が
有
効
な
の
は
、
⑫
の
注
記
が
「
或
本
の
頭
句
に
云
は
く
、」
と
記
す
よ
う

な
、
校
合
箇
所
を
明
記
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
⑫
の
よ
う
に
記
述
が
長
く
な
る
場
合
に
は
、
本
伝
内
に
注
記
す
る

こ
と
は
適
当
で
な
い
。
本
伝
外
注
記
も
ま
た
歌
を
詠
む
際
の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
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れ
以
外
の
本
伝
外
注
記
は
二
例
と
も
短
歌
に
対
す
る
注
記
で
あ
り
、
②
は
第
四
・
五
句
の
、
⑲
は
第
二
句
の
異
同
を
示
す
こ
と
は
句
の
類

同
性
か
ら
し
て
見
誤
る
こ
と
が
な
い
。
本
伝
内
注
記
と
本
伝
外
注
記
と
の
相
違
は
、
基
本
的
に
は
異
同
箇
所
の
把
握
が
困
難
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
つ
つ
、
読
み
や
す
さ
に
お
い
て
も
配
慮
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
な
お
②
は
歌
群
外
注
記
で
⑲
は
歌
群
内
注
記
と
い
う

相
違
が
あ
る
。
こ
の
点
は
坂
入
氏
が
言
う
よ
う
に
注
記
の
段
階
が
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
歌
に
対
す
る
注
記
で
あ
り
、

異
同
箇
所
は
明
ら
か
な
た
め
、
歌
群
外
で
あ
っ
て
も
歌
群
内
で
あ
っ
て
も
と
く
に
問
題
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
本
伝
内
注

記
は
歌
詞
の
異
同
箇
所
を
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
選
択
さ
れ
た
注
記
と
言
え
る
が
、
歌
群
内
注
記
と
歌
群
外
注
記
と
が
別
段
階
の
も

の
で
あ
る
と
す
る
見
方
は
、
注
記
が
異
同
箇
所
を
明
確
に
す
る
意
図
を
も
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
。
本
伝
内
注
記
の
ど

れ
か
が
坂
入
氏
の
言
う
「
第
二
の
編
纂
の
補
訂
が
行
わ
れ
た
」
段
階
に
も
な
さ
れ
た
可
能
性
は
残
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
本
伝
内
注
記

の
⑪
に
歌
群
外
注
記
（
①
②
④
⑱
）
で
見
ら
れ
た
【
也
】
を
表
記
す
る
書
式
が
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
歌
群
内
注
記
と
歌
群
外
注
記
と
い

う
注
記
箇
所
の
相
違
に
よ
っ
て
注
記
者
や
段
階
が
異
な
る
と
ま
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

三
、
歌
に
応
じ
た
注
記

ま
た
書
式
が
共
通
す
る
ホ
の
注
記
も
、
⑦
は
反
歌
に
対
す
る
注
記
で
、
⑩
は
長
歌
に
対
す
る
注
記
と
い
う
違
い
を
見
せ
る
。

⑦

今
案
ふ
る
に
、
こ
の
反
歌
は
「
君
に
逢
は
ず
」
と
謂
へ
れ
ば
理
に
合
は
ず
、「
妹
に
逢
は
ず
」
と
言
ふ
べ
し
。

⑩

今
案
ふ
る
に
、「
妹
に
よ
り
て
は
」
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
「
君
に
よ
り
」
と
謂
ふ
べ
し
。
な
に
そ
と
な
ら
ば
、
す
な
は

ち
反
歌
に
「
君
が
ま
に
ま
に
」
と
云
へ
れ
ば
な
り
。
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⑦
の
注
記
は
長
歌
を
基
準
と
し
て
反
歌
の
「
君
」
を
「
妹
」
に
変
更
す
る
べ
き
だ
と
言
い
、
対
す
る
⑩
の
注
記
は
反
歌
に
「
君
」
と
あ
る

の
で
、
長
歌
の
「
妹
」
を
「
君
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
長
歌
に
対
す
る
注
と
反
歌
に
対
す
る
注
と
い
う
違
い
に
加
え
、
一
方
は

「
君
」
を
「
妹
」
に
、
も
う
一
方
は
「
妹
」
を
「
君
」
に
改
め
る
こ
と
を
促
す
点
で
正
反
対
の
注
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
矛
盾
と
す
る
ほ

ど
の
相
違
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
伊
藤
博
氏
の

こ
の
疑
問
は
、
校
注
者
（
括
弧
内
略
）
が
、
三
二
六
〇
の
群
（
⑦
…
引
用
者
注
以
下
同
）
に
つ
い
て
は
男
の
歌
、
三
二
八
四
の
群

（
⑩
）
に
つ
い
て
は
女
の
歌
と
見
た
か
ら
だ
と
考
え
る
以
外
に
解
く
道
は
な
い
。⑻

と
い
う
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
特
に
⑩
の
反
歌
は
、

た
ら
ち
ね
の

母
に
も
告
ら
ず

包
め
り
し

心
は
よ
し
ゑ

君
が
ま
に
ま
に
（
１３
・
三
二
八
五
）

で
、
相
手
の
こ
と
を
母
に
も
告
げ
ず
に
い
た
こ
と
を
述
べ
る
内
容
だ
か
ら
、「
君
」
を
「
妹
」
に
入
れ
換
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

長
歌
の
歌
詞
を
改
変
す
る
ほ
か
な
い
。
長
歌
も
、

菅
の
根
の

ね
も
こ
ろ
ご
ろ
に

我
が
思
へ
る

妹
に
よ
り
て
は

言
の
忌
み
も

な
く
あ
り
こ
そ
と

斎
瓮
を

斎
ひ
掘
り
据
ゑ

竹
玉
を

間
な
く
貫
き
垂
れ

天
地
の

神
を
そ
我
が
祈
む

い
た
も
す
べ
な
み
（
１３
・
三
二
八
四
）
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の
よ
う
に
大
伴
坂
上
郎
女
の
祭
神
歌
（
三
・
三
七
九
）
を
は
じ
め
女
性
が
神
を
祭
っ
て
祈
る
際
に
用
い
る
様
子
が
歌
わ
れ
る
「
斎
瓮
」、

「
竹
玉
」（
三
・
三
七
九
、
四
二
〇
、
九
・
一
七
九
〇
）
が
あ
り
、
女
性
の
歌
と
み
て
良
い
。
⑦
は
長
歌
が
、

小
墾
田
の

年
魚
道
の
水
を

間
な
く
そ

人
は
汲
む
と
い
ふ

時
じ
く
そ

人
は
飲
む
と
い
ふ

汲
む
人
の

間
な
き
が
ご
と
く

飲
む
人
の

時
じ
き
が
ご
と

我
妹
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

止
む
時
も
な
し
（
１３
・
三
二
六
〇
）

と
あ
り
、
末
尾
三
句
を
除
く
と
男
女
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
の
歌
か
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
末
尾
の
「
我
妹
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

止
む
時
も
な
し
」
に
つ
い
て
は
、

我
が
背
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

奥
山
の

あ
し
び
の
花
の

今
盛
り
な
り
（
１０
・
一
九
〇
三
）

白
た
へ
の

袖
に
触
れ
て
よ

我
が
背
子
に

我
が
恋
ふ
ら
く
は

止
む
時
も
な
し
（
１１
・
二
六
一
二
）

な
ど
の
類
句
も
あ
る
た
め
「
我
妹
子
」
を
「
我
が
背
子
」
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
⑦
の
長
歌
三
二
六
〇
は
天
武
天
皇
の

御
製
歌
（
１
・
二
五
、
二
六
）
や
三
二
九
三
歌
と
類
歌
関
係
に
あ
り
、
天
武
天
皇
御
製
歌
は
恋
の
歌
で
は
な
い
が
天
武
天
皇
の
立
場
で
詠

ま
れ
て
お
り
、
三
二
九
三
歌
も
「
我
は
そ
恋
ふ
る

妹
が
た
だ
か
に
」
と
い
う
男
性
の
立
場
か
ら
の
結
句
を
持
つ
。
三
二
六
〇
も
男
性
の

歌
と
認
め
る
相
応
の
理
由
が
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
の
反
歌
と
類
歌
関
係
に
あ
る
の
は
、

立
ち
て
居
て

す
べ
の
た
ど
き
も

今
は
な
し

妹
に
逢
は
ず
て

月
の
経
ぬ
れ
ば
（
１２
・
二
八
八
一
）
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或
本
の
歌
に
曰
く
、「
君
が
目
見
ず
て

月
の
経
ぬ
れ
ば
」

思
ひ
遣
る

す
べ
の
た
ど
き
も

我
は
な
し

逢
は
ず
て
ま
ね
く

月
の
経
ぬ
れ
ば
（
同
・
二
八
九
二
）

思
ひ
遣
る

た
ど
き
も
我
は

今
は
な
し

妹
に
逢
は
ず
て

年
の
経
ぬ
れ
ば
（
同
・
二
九
四
一
）

う
つ
せ
み
の

現
し
心
も

我
は
な
し

妹
を
相
見
ず
て

年
の
経
ぬ
れ
ば
（
同
・
二
九
六
〇
）

の
巻
十
二
の
四
首
で
あ
る
。
二
八
八
一
歌
が
或
本
歌
と
の
相
違
に
示
す
よ
う
に
四
首
は
対
象
が
「
妹
」
で
も
「
君
」
で
も
通
じ
る
内
容
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
⑦
は
長
歌
の
表
現
を
優
先
し
、
反
歌
に
対
す
る
注
記
が
な
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
長
反
歌
い
ず
れ
に
対
す
る
注
記

か
の
相
違
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
読
み
、
表
現
を
吟
味
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
形
態
の
特
異
性
か
ら
注
意
さ
れ
る
⑭
⑰
の
注
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑭

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
集
の
歌

⑰

或
本
の
歌

備
後
国
の
神
島
の
浜
に
し
て
、
調
使
首
、
屍
を
見
て
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
・
・
・

反
歌
・
・
・

い
ず
れ
も
異
伝
歌
掲
出
の
見
出
し
で
あ
る
が
、
異
伝
歌
掲
出
の
際
の
注
記
は
、
こ
の
他
、

③

或
本
の
歌
に
曰
く
・
・
・
反
歌
・
・
・
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⑤

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
の
歌
に
曰
く
・
・
・
反
歌
・
・
・

⑦

或
本
の
反
歌
に
曰
く
・
・
・

⑧

或
書
の
反
歌
に
曰
く
・
・
・

⑨

或
本
の
歌
に
曰
く
・
・
・

⑩

或
本
の
歌
に
曰
く
・
・
・
反
歌
・
・
・
或
本
の
歌
に
曰
く
・
・
・

⑮

或
本
の
反
歌
に
曰
く
・
・
・

の
よ
う
で
あ
る
。「
反
歌
」
の
掲
出
以
外
は
「
曰
く
」
を
用
い
る
の
が
基
本
で
あ
る
。「
曰
く
」
を
以
て
す
る
異
伝
歌
掲
出
は
注
記
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
逆
に
そ
れ
を
持
た
な
い
⑭
⑰
の
あ
り
方
は
む
し
ろ
題
詞
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
注

記
者
が
本
伝
と
異
伝
と
の
関
係
か
ら
、
意
識
的
に
そ
の
よ
う
な
差
異
を
持
た
せ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
⑭
と
⑰
は
、
い
ず
れ
も

本
伝
の
長
歌
が
二
首
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
異
伝
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
歌
は
そ
の
二
首
が
一
首
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
有

す
る
か
ら
で
あ
る
。
巻
十
三
に
お
い
て
異
伝
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
歌
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
⑤
の
歌
群
の
本
伝
歌
（
三
二
五
〇
〜
三

二
五
二
）
と
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
歌
（
三
二
五
三
、
三
二
五
四
）
と
が
「
別
種
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
分
る
と
こ
ろ
で
、
何

等
紛
ふ
と
こ
ろ
は
な
い
。（『
総
釈
』）⑼
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
相
異
な
る
趣
き
を
見
せ
る
が
、
そ
れ
で
も
長
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
だ
け

で
あ
る
。
二
首
形
態
と
一
首
形
態
と
い
う
相
違
は
、
一
首
に
対
し
て
「
曰
く
」
を
以
て
一
首
を
掲
出
す
る
関
係
に
比
べ
て
決
定
的
な
違
い

と
も
言
え
る
。
少
な
く
と
も
他
の
異
伝
歌
と
同
様
に
扱
う
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
た
め
に
、
注
記
者
は
題
詞
に
近
い
よ
う
な
記
述
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
。「
曰
く
」
は
一
首
対
一
首
の
類
同
性
を
認
め
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
一
首
対
二
首
の
関
係
で
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
注
記
形
態
は
必
ず
し
も
注
記
者
の
一
貫
し
な
い
態
度
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
本
伝
と
異
伝
の
内

『万葉集』巻十三の異伝注記 ― ３２４ ―



容
の
相
違
な
ど
歌
群
の
も
つ
様
々
な
状
況
に
応
じ
て
、
注
記
に
も
工
夫
さ
れ
た
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
工
夫
が
様
々

な
注
記
の
形
態
を
生
じ
、
結
果
と
し
て
一
貫
性
が
な
い
よ
う
な
印
象
を
抱
か
せ
る
と
言
っ
て
も
良
い
。

こ
う
し
た
注
記
の
傾
向
は
、
議
論
の
あ
る
⑮
の
「
或
本
の
反
歌
」
の
範
囲
に
つ
い
て
も
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
。

⑮

つ
ぎ
ね
ふ

山
背
道
を

他
夫
の

馬
よ
り
行
く
に

己
夫
し

徒
歩
よ
り
行
け
ば

見
る
ご
と
に

音
の
み
し
泣
か
ゆ

そ

こ
思
ふ
に

心
し
痛
し

た
ら
ち
ね
の

母
が
形
見
と

我
が
持
て
る

ま
そ
み
鏡
に

蜻
蛉
領
巾

負
ひ
並
め
持
ち
て

馬

買
へ
我
が
背
（
１３
・
三
三
一
四
）

反
歌

泉
川

渡
り
瀬
深
み

我
が
背
子
が

旅
行
き
衣

濡
れ
漬
た
む
か
も
（
三
三
一
五
）

或
本
の
反
歌
に
曰
く

ま
そ
鏡

持
て
れ
ど
我
は

験
な
し

君
が
徒
歩
よ
り

な
づ
み
行
く
見
れ
ば
（
三
三
一
六
）

馬
買
は
ば

妹
徒
歩
な
ら
む

よ
し
ゑ
や
し

石
は
踏
む
と
も

我
は
二
人
行
か
む
（
三
三
一
七
）

右
の
四
首

長
歌
三
三
一
四
で
女
は
、
山
背
道
を
徒
歩
で
旅
す
る
男
に
対
し
て
、
自
分
の
鏡
を
馬
と
交
換
し
て
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
馬
で
旅
を
続
け

て
下
さ
い
と
歌
う
。
反
歌
三
三
一
五
で
は
女
が
泉
川
を
渡
る
男
の
衣
服
が
濡
れ
る
こ
と
を
嘆
き
、
続
い
て
「
或
本
の
反
歌
に
曰
く
」
の
見

出
し
の
後
に
、
難
渋
す
る
男
を
い
た
わ
る
女
の
歌
、
そ
し
て
末
尾
に
、
た
と
え
徒
歩
で
も
私
た
ち
は
二
人
で
と
も
に
行
こ
う
と
答
え
る
男

の
歌
（
三
三
一
七
）
が
配
さ
れ
る
。
⑮
は
問
答
部
に
あ
り
、
男
女
の
問
答
は
三
三
一
四
と
三
三
一
七
で
成
立
す
る
。
そ
の
た
め
三
三
一
六
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の
一
首
の
み
を
或
本
の
反
歌
と
見
る
立
場
と
、
三
三
一
六
・
三
三
一
七
の
二
首
を
或
本
の
反
歌
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
前
者
の
立
場
は
、

問
答
部
に
あ
る
以
上
⑮
の
歌
群
は
本
伝
と
し
て
採
録
さ
れ
た
段
階
で
問
答
と
し
て
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
三
三
一
四
長
歌
と

三
三
一
五
反
歌
で
は
問
答
に
な
ら
な
い
た
め
、
歌
群
中
唯
一
の
男
の
歌
三
三
一
七
も
本
伝
と
捉
え
る
。
一
方
の
後
者
は
巻
十
三
に
異
伝
が

本
伝
の
間
に
割
り
込
む
形
を
採
る
歌
群
は
他
に
な
い
こ
と
か
ら
、
三
三
一
六
の
み
を
異
伝
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
三
三
一
六
と
三
三
一

七
の
二
首
を
異
伝
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
採
録
す
る
部
立
は
本
伝
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
異
伝
が
本
伝
の
間
に
割
り
込

む
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
二
つ
の
基
準
が
こ
こ
に
お
い
て
齟
齬
を
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
は
問
歌
で
あ
る
異
伝
三

三
一
六
を
答
歌
の
後
に
配
す
る
不
自
然
を
避
け
る
た
め
に
問
歌
と
答
歌
の
間
に
問
歌
の
異
伝
を
割
り
込
ま
せ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
⑽
。
要
す
る
に
、
異
伝
注
記
が
二
つ
の
基
準
の
間
で
あ
く
ま
で
も
歌
の
内
容
に
注
意
し
な
が
ら
施
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

お

わ

り

に

そ
も
そ
も
本
文
批
評
注
記
（
ホ
）
の
存
在
は
「
本
文
を
こ
の
よ
う
に
改
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
文
を
み
だ

り
に
改
変
す
る
こ
と
は
つ
つ
し
む
注
記
者
の
本
文
尊
重
の
姿
勢
を
如
実
に
示
す
。
歌
群
注
記
が
、
本
伝
と
異
伝
の
歌
群
構
成
の
相
違
に
つ

い
て
注
意
を
払
っ
て
い
な
が
ら
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
立
場
に
も
慎
重
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
論
、
注
記
者
が
複
数
存
在
す
る

可
能
性
や
、
注
記
が
段
階
的
に
為
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
同
じ
短
歌
に
対
す
る
注
記
で
あ
る
と
は
い
え
ロ
の
歌
詞
異
伝
注
記
に
、
歌
群

内
注
記
（
⑲
）
と
歌
群
外
注
記
（
②
）
の
二
つ
の
場
合
が
見
ら
れ
る
点
は
内
容
に
応
じ
た
相
違
と
は
言
え
ず
、
や
は
り
異
な
る
時
点
で
記

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
違
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
個
々
の
注
記
の
態
度
は
混
乱
や
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矛
盾
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
全
体
と
し
て
は
、
歌
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
歌
群
に
対
し
て
丁

寧
に
注
記
を
加
え
て
い
く
態
度
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
十
三
に
お
け
る
異
伝
関
係
注
記
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
も
つ
か
を
概
観
し
た
結
果
、
注
記
が
歌
の
内
実
に
即
し
て
施
さ
れ
る
あ
り
方

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
に
見
出
さ
れ
る
性
格
の
違
い
が
、
注
記
の
違
い
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
注
記
と
歌
と
が

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
の
で
あ
る
。

注⑴

小
稿
「『
万
葉
集
』
巻
十
三
の
編
纂
」（『
国
文
学
』
第
九
二
号

関
西
大
学
国
文
学
会

平
成
二
〇
年
三
月
）
参
照
。

⑵

遠
藤
宏
氏
「
長
歌
考
│
万
葉
後
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
│
」（『
古
代
和
歌
の
基
層
』
笠
間
書
院

平
成
三
年
一
月
）
は
巻
十
三
に

見
ら
れ
る
表
現
を
考
察
し
て
後
期
的
性
格
を
持
つ
歌
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
駒
木
敏
氏
は
「
万
葉
集
の
歌
体
」（『
和
歌
の
生
成
と
機
構
』

和
泉
書
院

平
成
一
一
年
三
月

初
出
）
に
お
い
て
、「
巻
十
三
の
長
歌
は
同
一
位
相
で
の
把
握
を
拒
む
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。
万
葉
後
期
の

成
立
と
考
え
ら
れ
る
要
素
が
幾
つ
か
提
出
さ
れ
た
い
ま
、
古
代
歌
謡
集
的
な
性
格
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
万
葉
一
般
の
長
歌
体
の
展
開
と

の
差
異
に
基
づ
き
、
な
お
口
誦
の
歌
集
と
把
握
し
て
お
こ
う
（
た
だ
し
、
新
し
い
様
態
を
示
す
諸
点
に
つ
い
て
は
、
編
集
段
階
で
の
整
理
な
ど
も

考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）。」
と
す
る
。

⑶

依
拠
し
た
新
編
全
集
の
本
文
は
【
或
云
】
の
表
記
の
場
合
「
或
る
ひ
と
云
は
く
」
の
よ
う
に
読
み
下
し
て
い
る
。

⑷

巻
十
三
と
他
の
資
料
と
の
校
勘
作
業
が
行
わ
れ
た
跡
を
と
ど
め
る
と
思
わ
れ
る
記
述
と
、
注
記
者
の
考
え
が
示
さ
れ
る
記
述
を
有
す
る
歌
群
を
掲

げ
た
。

⑸

掲
出
し
た
歌
番
号
に
続
く
、（

）
内
の
「
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
」
は
後
述
す
る
五
種
の
分
類
を
示
す
。

⑹

大
久
間
喜
一
郎
氏
「
万
葉
集
巻
十
三
の
意
味
」
は
、「
万
葉
の
左
註
は
、
大
体
四
つ
の
傾
向
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。」
と
し
て
、

（
イ
）
出
典
に
関
す
る
も
の
。（
ロ
）
作
者
に
関
す
る
も
の
。（
ハ
）
作
歌
事
情
に
関
す
る
も
の
。（
ニ
）
本
文
批
評
的
注
記
。
の
四
種
の
分
類
を
示

す
。（『
古
代
文
学
の
伝
統
』
笠
間
書
院

昭
和
五
三
年
一
〇
月

初
出
昭
和
四
九
年
三
月
）

⑺

坂
入
往
男
氏
「
万
葉
集
巻
十
三
編
纂
考
」（『
中
央
大
学
国
文
』
第
一
〇
号

中
央
大
学
国
文
学
会

昭
和
四
一
年
九
月
）。
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⑻
「
国
郡
図
式
に
よ
る
配
列
」（『
万
葉
集
の
歌
群
と
配
列

上
』
塙
書
房

平
成
二
年
九
月

初
出
昭
和
五
六
年
一
一
月
）。『
釈
注
』
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

⑼

齋
藤
清
衞
氏
担
当
。
三
二
五
三
歌
【
後
記
】
に
、「
こ
の
一
首
は
、
始
め
の
六
句
が
前
の
歌
（
三
二
五
〇：

引
用
者
注
）
に
類
し
て
ゐ
る
た
め
に
、

連
ね
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
歌
の
反
歌
の
次
に
五
首
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
歌
が
、
異
傳
の
歌
か
の
や
う
に
と
ら
れ
る
け
れ
ど
、

別
種
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
分
る
と
こ
ろ
で
、
何
等
紛
ふ
と
こ
ろ
は
な
い
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
新
考
』
三
二
五
三
歌
の
注
に
は
、

「
さ
て
前
の
歌
（
三
二
五
〇
歌：

引
用
者
注
）
と
は
無
論
相
與
る
所
は
無
き
を
初
六
句
が
相
似
た
れ
ば
古
人
が
前
の
歌
の
因
に
記
し
お
き
し
を
後

人
が
よ
く
も
思
は
で
前
の
歌
の
異
傳
と
心
得
て
次
の
反
歌
の
左
に
右
五
首
と
は
書
け
る
な
り
」
と
あ
る
。

⑽

小
稿
「
反
歌
附
加
の
試
み
│
巻
十
三
異
伝
歌
群
の
背
景
│
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
第
二
〇
号

平
成
二
二
年
三
月
）
参
照
。
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